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幕末・明治期の「蒙求」
“MENG-QUI”IN THE BAKUMA TSU 
AND MEIJI PERIODS 
国文学研究資料館相田 満＊
The title of that old textbook for educating and enlightening 
chidren, Menf{-qui, has become foreign to our ears of late and on 
account of this in modern and contemporary Japan as well as in its 
native land, China, it is almost completely ignored and forgotten. 
However, ifwe take up even a single area, the role it played both 
in Japanese culture until the beginning of the Meiji period and in 
Chinese culture, in particular in primary and secondary education, 
it was extraordinarily important. Indeed, one can hardly conceive 
of the depths of its influence on al aspects of culture. 
The face that this book, more properly this set of books called 
Menf{-qui, was repeatedly brought into being in many forms over 
many years with the participation of the most famous intellectuals 
of each period gives us a hint of it. 
During the process of bringing this book or books called 笠~－
*AIDA Mitsuru国文学研究資料館助手。中央大学大学院文学研究科修了。東京都立本所工業高等
学校教諭を経て現職。主に日本文学における中国典籍の受容についてを研究している。論文に「中
国故事の古層と新層 類林系類書と 『蒙求jをめぐる問題について一」 （『和漢比較文学叢書18J平
6、汲古書院）などがある。
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2笠intobeing, it is fair to say that there was something particu-
larly notable in the numbers appearing during the bakumatsu and 
Meiji periods. This can well be called the last and greatest 
brilliance which was produced in the conflict between the old 
culture and the new. 
This paper will quarry what can well be called the final period of 
this old textbook for educating and enlightening children, Meng-qui, 
in the long history of its reception, i.e. the bakumatsu and Meiji 
periods, and will carry out an analysis centering on the numbers of 
this book, more properly this set of books, which appeared called 
Men{?-qui al the while entwining it with the trend of large numbers 


















































































































































































































順位 書名 使用藩校数 順位 書名 使用藩校数
論 三口五口 226 1 史 記 1 4 3 
2 孟 子 2 2 2 12 寸且4- 1 2 5 
3 中 庸 2 1 7 13 孝 帝王 11 3 
4 大 f且4－ 2 1 6 14 漢 書 1 1 2 
5 詩 経 2 1 5 15 十八史略 108 
6 礼 記 2 1 2 16 国 雪日五ロ 90 
7 書 経 2 1 1 
8 易 経 208 
9 春 秋 1 9 7 




























































































































































成立冗号年 ｜西暦 刊写田署 書名 巻冊数 作者
＊姦li¥!07 1802 序 ロ家塾重責求 五巻 務隊基淵
文化01 1804 f!J ロO官板縦正叡求 三巻 冗~］納文
ホi{;Jil!09 1804 f!J A学1掌討原本 音責求~注 二巻
文化02 1805 予j 0医林事主求 ＝巻 樋口器 （丹台好古）
文化03 1806 予j ロO依存筆書（呉化竜左氏該求） 一巻 林述斎／絞
文化03 1806 f-tj 06依存筆書 （J0注猿求） 二巻 林述斎／校
文化04 1807 予j 。孝子富E求 一巻 加量産!l
＊嘉鹿12 1809 刊 口高厚書置求 六巻 清徐朝俊
文化08 1811 引l ロO左氏~求 二巻 冗呉化昔話 樋口邦古
文化11 1814 修刊 6新興lj~求国字弁 六巻 服部陶製i宇野成之
文化11 1814 I荷刊 ム旧住該求 ニ巻 面白悶Sl斎
本高度2o I 1s1s 刊 A李氏詰責求群注 三巻 語奇跡富脅
文政03 1820 f!J O:t求原題詠 一巻 樋口器 （丹台好古）
文政08 1825 刊 ロO十七史書E求 一六巻 宋王令岡崎元軌
文政08 1825 序 0国史象求寝泊 三巻四 衣笠孝郷
文政08 1825 f!J （ム） 活斎所蔵千文書官求目録 一巻 長崎洛斎
＊道光06 1826 丙刊 ロ家塾富Z求 五巻 持寄 E話基湖
文政09 1826 刊 ム経典余師叡求 ニ巻 桃華岡
＊道光09 1829 刊 A李氏自主求補註 六巻 清金ニ俊
天保01 IJ830 序 0皇朝窓求 三巻 山下直溢
天保03 1832 刊 ム量産求2置f主例'l 一郎 （不明）
天保03 1832 f!J ム2置注量E求校本 三巻 関白駒
天保06 1835 写 0医面白書E求 二巻ー 汲囚.友
＊道光18 1838 f!J ロ文字書E求 （字学童E求） 四巻 清王f~
天保 10 1839 序 0史伝鮪抄 二O巻 館当匝戊申
天保 14 1843 f!J 0扶~r:求 三巻 岸凪質
天保 15 1844 刊 o~~~求 ニ巻 木下公定 （英叢）
i;永02 ム新耳3重注富E求 ニ巻 平田監愛
i:永04 1851 刊 0芸林事E求初筒 ｜六巻 依田園自之
嘉永07 1854 f!J 0和~事頬~求 二巻 重'511
安政05 i 1858 刊 ム雪量注怠求校本 ｜三巻 関白駒佐均木向脇
慶応01 I 1865 刊 0白書掌求 二巻 ｜藤沢恒 （商岳）
明治03 i 1870 修刊 ム補注＝：求国字解 六巻 ｜回興補 佐平鎖
明治03 i ls10 I刊 ム校訂~注怠求校本 三巻 岡臼駒 :Mi回顧
明治03 j 1870 議 0大日本史書Z求 ｜五巻六 吉川全節
明治04 ! 1871 t長引j 0欽祭＝：求 ニ巻 岸鼠貿
明治04 i 1871 刊 ム~注量Z求主主本 ｜三巻 岡臼駒
明治04 I 1871 刊 。和lt孝子r.t求 ｜一巻 加画書照
明治04 I 1871 刊 0英学童E求 ｜一同 ｜凶忠明
明治04 1871 予j 6 ~注St求絞本 ニ巻 岡白駒佐均木向陪
明治06 1873 f!J 0世界St求前節 ！こ巻 平井正也居直房
明治07 1874 刊 0絡致宣Z求 l一巻 柏原学而
明治08 I 1875 刊 0西洋掌求 一附 Anec Dote 
明治 10 1877 引j O lfl矛ti泊続篇 （ー名本~］設求） ！三巻 ｜偏本寧
明治10 I 1877 刊 Olfl矛ti滴（一名本朝放求） ｜三 巻 ー臨本.
明治12 I 1879 刊 ム纂評重注富E求絞本 ｜三巻 ｜石川鴻斎
明治13 I 1880 fiJ ム＂疏~往診求校本 ニ巻 岡自動佐均木向脳
明治 14 i 1881 f!J 0日本車E求初鏑 l二巻 堤正郎
明治14 I 1881 刊 0皇CJ］放求 lこ巻 ｜山下直温
明治 14 1881 刊 Ot:I題2置注統主主求校本 j三巻 ｜祭神直巨石村信一／t:l主
成立元号年 ｜西府 1 1m：~ i 書名 l巻H日数 ! 作者
IYJ治 14 11aa1 I刊 ム訓厳重E求国字解 三巻 島野碩之lis
明治15 j 1882 刊 OD純正怠求校本 ニ巻 冗胡納文 村上量産友
明治15 1882 刊 0ロ’iJ.iU軍記簿詮純正怠求絞本 ｜三巻 元飢例文林敏太郎
明治 15 1882 f1J OD純正rot求校本 ニ巻 χ 初柄文 調白山窓平
明治 15 1882 f1J om置註純正慾求校本 ｜ニ巻 π納柄文近厳7C粋
明治15 1882 刊 0臼本怠求続篇 二巻 Jl正筋
明治15 1882 f1J ム~註~求校本 三巻 関白駒佐均木向陶
明治15 1882 f1J ム書置顕Z置tt~求校本 ニ巻 鈴木喜皇宗 嶋田寅
明治15 1882 刊 OD純正掌求校本 三巻 ｜元飢例文村山施行
明治15 1882 刊 o~柱幾重臣掌求 ニ巻 木下公定（奏家） 領Il宇中
明治15 1882 f1J 0 E硲砲撃求 二巻 和達嘉
明治15 1882 刊 OD純正St求絞本 三巻 冗初例文村上信忠
明治15 1882 刊 0皇制主主求字引 一巻 山下直温
明治 15 1882 f1J 0万国首E求 ニ巻 絹本有則
明治16 1883 刊 0口後n純正掌求~釈 1三巻 冗飢納文五十川健一郎
明治16 1883 f1J ム隻1主怠求校本字額大全 ｜三巻 森山達
明治16 1883 f1J 6量買求校本字引大全 ｜ニ巻 伊車車庫孝
明治16 1883 刊 ム締往富E求国字解 六巻 回興F有・包i耳宅街
明治16 1883 f1J ム2置往：！：求校本字額大全 三巻 河村与一郎
明治16 1883 flj om軍釈純正宮古求~本 ニ巻 πお1納文 歯車沢恒（jfl岳） ・土屋弘
明治16 1883 f1J 0東西宮宮求 二巻 山賀新太郎辻7t:1t次郎
明治 16 1883 f1J ム傑磁時雪訂2置往事Z求校本 三巻 岡白駒・佐均木向陶・佐均木貞介
明治17 1884 f1J ム標E車2量住fit求校本 三巻 関白駒 ・佐々木向陶
明治17 1884 flJ 0ロ.註純正志求 ニ巻 冗胡鮪文 ・山弁幹六
明治18 1885 f1J ムt:疏賓注書官求綬本 三巻 関白駒・佐々木向岡
明治18 1885 予j 6~重注書置求綬本 ニ巻 岡白駒佐均木向同
明治18 I 188s 刊 0ロ純正憲求講義 ニ巻 x話l納文戸谷孝鰭谷童E吉
明治18 1885 flJ 0幼童書E調＝：求 二巻 村井清
明治27 1892 刊 0近位置位叡求 ｜一巻 天野録保
明治27 1894 刊 10ロ左伝怠求 一巻 経i本堕多
明治30 1897 刊 0英武~求 -HD 依田学海
明治33 I 1900 写 ム量買求抜本解釈然語成句解・~註：：求続本解釈 合四附 加園高虎之ヲモ
明治38 I 1905 刊 0広島撃求 1-flD 1J、g狩π凱
明治42 i 1909 刊 ロ御苑at求姶遺（続磁経庁I収） ｜二巻 （不明）
明治43 1910 f1J ム選往怠求通解 !-flD 井上経重
明治44 I 1911 刊 ロ中外＝：求 一冊 清張延彦
〔資料13〕『蒙求J群と f干字文J群の輩出状況
周系『千字文jと『蒙求J注釈書の輩出状況
10＋一一－－－－－－－－十一一一一一一一十一一 ー一一ート 一 一一＿＿＿,_.,_ 
0 
文化Ol文化10文政04文政13天保09弘化03嘉永07万延02慶応03明治08明治l7DJli冶26日月j台35明治44 



















































































文化元年の官板を下敷きに、明治15年に 6種、翌16年に 2種、 17年に 1種と短
期間の内に多量に刊行されている。
































世代 法 名 氏 名 生年月日 死亡年月日
釈了祐信士 萩原孫兵衛 享保18.6. 9 
初代 改萩原玄澄
釈妙祐信女 萩原玄澄室 宝暦75 1 
二代
釈寿慶信士 萩原玄貞 安永62 .29 
釈栄受信女 萩原玄貞室 宝暦4.1. 8 
三代
釈菊故信士 萩原玄貞 安永8.11.26 
釈円順信女 萩原玄貞室 安永76 .15 
釈純敬信士 長崎玄庭 明和 29 .1 文政12.12.9 
四代
［備考］富山藩下大夫吉川敬明次男、寿字莱福蓬洲と号す
釈永浄信女 長崎玄庭室 明和4 文政13.9 8 
［備考］むら
釈香潔 長崎感禎 寛政1.9 7 元治元.9 .14 
五代
［備考］浩斎と号す、幼名哲次郎
釈貞腕信女 長崎感禎室 享和 2.1. 7 安政24 .21 
［備考］金子元仙姉くら
松風風水月居士 長崎言定 文政95 .27 明治7.8 .27 
六代
［備考］幼名周蔵、後正固と改める
仙露明珠大姉 長崎言定室 天保2.12.27 明治45.9 6 
［備考］逸見文九郎妹もと
































報J7・10、昭63. 3 .平3. 3) 
なお、東条琴台は、実践女子大学の前身、実践女学校の創始者下回歌子の祖父にあたる。また、
かつて同校に奉職された山岸徳平氏旧蔵書よりなる「山岸文庫」が収められるが、同文庫にも氏の
蒐集になる多数の「蒙求」が収められている。
凶徐子光の新注の日本への渡来時期は、未だ不明だが、その講釈が行われた初見としては、『実隆
公記j永正元年閏3月20日の記事が確認されている。
廿日～晴、天気快然也。今日蒙求講尺事、依兼日約諾番多納言章長朝臣来臨、以補注講之、表弁
序ニ至筒誠乳虎講之、其所作神妙也（・・・ H ・後略……）
仰 なお、これには『千字文jの「荻校基議］等の下りと混同されたという見解もある。 〈太田晶二
郎「勧学院の雀は、なぜ蒙求を噌ったかJ（『太田晶二郎著作集j第一冊所収、吉川弘文館、平3.
8) > 
（凶 O尾形裕康『我国における千字文の史的研究J（校倉書房、昭41. 3）・同『近代日本における千
字文型教科書の研究J（早稲田大学出版部、昭53. 3) 
(15) 李良「薦ニ蒙求ー表」に、「漢朝王子淵製二洞鱗賦一。漢帝美二其丈一、令二宮人諦習一。近代周輿嗣
撰二千字文一、亦頒ニー 行天下一、量若ニー蒙求一哉。」とある。
(16) たとえば、旧足守藩の記録では、かつては藩主自らが『桑華蒙求jを編集して勧学に供した故実
があるにもかかわらず、幕末期の教則には、同書は使用されなくなっている。
沿革要略慶長六年藩地知行以来木下肥後守公定邸内ノ学舎ニ於テ諸土及其子弟ヲ教育シ宝
永ノ頃藩主木下公定学ヲ好ミ身自ラ教育ニ力ヲ尽シ童蒙ノ為桑華蒙求ヲ編輯シテ子弟ニ与ヘ
テ勧奨シ学事頗ル振興セリ（…中略…）
教則 旧追琢木舎ニ於テハ左ノ害ヲ用ユ古文孝経、論語古訓、趨註孟子、毛詩鄭筆、古文
尚書、文選、十三時、唐詩選、其外史類O元治以後ニ至リテハ左ノ害ヲ用ユ朱子四番集註、
詩経朱伝、害経察伝、春秋胡氏伝、易経集註、札記集経、朱子小学、日記故事、近思録、文
章軌範、唐宋八家文、十八史略、国史略、右之外左国史漢綱鑑易知録通綱目ノ類
間柏原学而の次男の知格・三男の致は、『格致蒙求jの語源となった格物致知・致知格物にちなみ、
徳川慶喜が名付けたものである。（土屋重朗 f静岡県の医史と医家伝j「第七章 柏原学而伝」、昭
48・5、清水市戸白書店）
討議要旨
ロパート・キャンベル氏から「『蒙求Jが明治10年代に盛行したという御指摘は、非
常に興味深いと思います。『蒙求』や教科書類にかぎらず、西南戦争以降日清戦争あた
りまで、三都を中心に漢学が復興してきて、こういった書物をあっかう専門書店まで出
来て、たいへん流行っているようです。『蒙求Jの盛行には、こういった背景があった
のではないでしょうか。また、藩校の文庫などを訪ねると、幕末・明治ころの『蒙求J
がたくさん出てくることが多い。かならず出てくるのが f筆註蒙求Jです。f蒙求Jに
対する受容の変化とか、 『純正蒙求jという本が、なぜ明治15年頃にたくさん出ること
になったのかといった点を教えていただきたい。」との発言があった。発表者は 『純正
蒙求jが明治15年ころ一時に盛んに出るのは、おっしゃるように当時の漢学復興の風潮、
これは欧化主義への反動の側面が強いと思うのですが、また『二十四考J『孝行録Jな
どの影響を考えなければならないと考えていますが、受容の実態ということになると、
まだまだ考えねばならない事が多いと思います。」と答えられた。
